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CHILD ABUSE

2021/03/22
砂川市立病院 小児科 矢吹郁美

本日の内容

1. 虐待の定義・統計
2. 虐待を疑う時の問診ポイント
3. 虐待を疑う時の診察ポイント
4. 当院での実際の症例

本日の内容

1.虐待の定義・統計
2. 虐待を疑う時の問診ポイント
3. 虐待を疑う時の診察ポイント
4. 当院での実際の症例

虐待 …「鑑別」すべき小児の重要な「疾患」
■虐待(Abuse)

…子供への積極的な行為(作為)

ネグレクト(Neglect)
… 子供のニーズを満たさない(不作為)

加害者の告発 ⇨ 子供と家族への支援

Maltreatment
悪い、不良な、

不完全な

身体的

心理的
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衣食住
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ネグレクトの種類

栄養・衣服・衛生ネグレクト
…体重増加不良・栄養失調・脱水症などで最悪死にいたる

愛情剥奪症候群・情緒ネグレクト…
…発達遅滞、低身⾧、低体重など引き起こすこともある

環境ネグレクト
…車内や家に1人で放置、日本ではよくあるお留守番(海外では虐待)

保健・医療ネグレクト
…必要な医療を必要なタイミングで受けさせない

教育ネグレクト
…「ヤングケアラー」子供が家庭のことをし学校に行けいないなど

遺棄・殺人
…間引き、親子心中
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相談経路
①警察…50%
②近隣離人…13%
③家族…７%
④学校…７%
⑤医療機関…2%

https://www.orangeribbon.jp/about/child/data.php

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/dv-soudanjo-kai-zuhyou.html

189

https://www.orangeribbon.jp/about/child/data.php

年間５０件以上を超え、
1週間に1人の命が奪われている

https://www.orangeribbon.jp/about/child/data.php http://www.jslm.jp/problem/childabuse_2017.pdf

身体的暴行または
ネグレクトにより死に
至ったもの



2022/2/18

3

http://www.jslm.jp/problem/childabuse_2017.pdf http://www.jslm.jp/problem/childabuse_2017.pdf

http://www.jslm.jp/problem/childabuse_2017.pdf http://www.jslm.jp/problem/childabuse_2017.pdf

http://www.jslm.jp/problem/childabuse_2017.pdf
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本日の内容

1. 虐待の定義・統計
2. 虐待を疑う時の問診ポイント
3.虐待を疑う時の診察ポイント
4. 当院での実際の症例

TEN - 4 Rule
4歳以下の子供で体幹
(Torso)、耳(Ear)、頸
(Neck)にあざを認めた
場合、虐待の可能性が
高い
※4ヶ月以下の乳児は、どこ
であってもあざを認め時点で
虐待の可能性が高いと考える
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推奨されないベビーグラム 推奨される全身骨撮影

✔ 5 歳未満の子どもの頭部に鈍的外力や激しい揺さぶり，
またはその両方が意図的に加えられたことで 頭蓋骨や頭蓋内
に生じる損傷

✔ ①硬膜下出血
②脳浮腫
③網膜出血

✔ 84％は初診時に外傷機転の申告なし

✔ 初期症状は不機嫌、易刺激性、嘔吐などの症状で体表外傷を
伴わないこともあり、虐待であることを見逃されやすい

虐待による乳幼児頭部外傷
Abusive Head Trauma in infants and children:AHT

虐待
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友田明美:新版 いやされない傷―児童虐待と傷ついていく脳，診断と治療社，東京，2012

本日の内容

1. 虐待の定義・統計
2. 虐待を疑う時の問診ポイント
3. 虐待を疑う時の診察ポイント
4.当院での実際の症例

症例 0歳m 0歳m/1歳f/2歳f 0歳f 4歳f/7歳m 3歳m 0歳f

種類 ネグレクト ネグレクト ネグレクト 面前DV 身体的虐待 ネグレクト

加害者 母親 母親 母親 母親のパートナー
(知的障害あり) 

叔父(26歳)、
母親、祖母 母親

母親の
年齢 21歳 25歳 15歳 25歳 20歳 40歳

母親の
リスク

うつ
初産は
15歳

人格障害
の疑い

若年妊娠
家庭不和

摂食障害、
解離性障害、

境界性人格障害

若年妊娠
DV

本児は第4子
高齢妊娠、
産後うつ

一時
保護 あり あり あり あり あり あり

施設
本入所 なし ? あり あり あり なし

児の
リスク なし 超未熟児

/早産児/なし なし なし/なし なし ダウン症

支援者 祖父母 祖父母と父 なし 祖母(過去に母を虐待) (祖母?) 父
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✔ 疑うきっかけは … 「問診」に限る!

✔ 実際に虐待を疑ったら … 子ども虐待対応院内組織の活
用

✔ 些細なことでも情報共有 … その「点」はどこかに繋がる

✔ 虐待防止対策はいつから … 「特定妊婦」の支援から

✔ 病院にできることは … とりあえず入院させる

家族への支援、そして虐待からの「サバイバー」を増やす!

まとめ

CPT: Child Protection Team
貴重なお時間を共有いただき
ありがとうございました!

Jin Hajime

Case 1

✔ ネグレクト ⇨ 望まぬ妊娠の既往 , シングルマザー

✔ 前児はレイプにより妊娠出産,その後パートナーができ本児を妊娠
したが,結局別れシングルマザーへ.出産後,抑うつ状態となる.

✔ 養育不能と判断され、里親へ一時保護

✔ 一時保護解除となり、引き取りへ.

✔ 祖父母の支援あり

Case 2

✔ 栄養・医療ネグレクト ⇨ 人格障害,超未熟児

✔ 父は母へ支配的な関係,母は計画性をもった行動ができない.
同胞のほか2人も体重増加不良で保健師介入の家庭であったが,
本児は超未熟児,体重増加不良と原因不明の血性嘔吐があり入院.

✔ 要保護対策協議会で会議を重ね、祖父母の支援を得るとのこと
で

保護にならず… 

✔ 結局, 母が子供たちを連れて失踪…同胞3名全て一時保護へ

Case 3

✔ ネグレクト ⇨ 若年妊娠, 望まぬ妊娠

✔ 父16歳,母15歳. いわゆる「望まぬ妊娠」両親ともに家庭環境
の不和ありまた知的発達不良.

✔ 生後2ヶ月で母の実母から児相に通告

✔ 一時保護後、乳児院へ本入所へ

✔ その後も母は,妊娠中絶を繰り返す
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Case 4

✔ 面前DV ⇨ 母の精神疾患

✔ 母は解離性障害、摂食障害、境界性人格障害で通院歴あり.
子供の前でもリストカットなどする.パートナーに暴力を振るわ
れたとのことで、病院へ保護する形で子供たちも入院へ

✔ 母の病状の悪化や子供たちの安全の確保のため一時保護

✔ 一時保護後、児童福祉施設へ本入所へ

✔ 母も実母より虐待されていた,虐待の連鎖

本日の内容

1. 虐待の定義・統計
2. 虐待を疑う時の問診ポイント
3. 虐待を疑う時の診察ポイント
4. 当院での実際の症例

Case 5

✔ 身体的虐待 ⇨ ?

✔ 左大腿の腫脹・歩行困難を主訴に発症から半日以上経過して受
診.

叔父と遊んでいた?母は15歳から立て続けに妊娠出産.同胞4名.
保育園ではあざが多いため,児のあざは写真に記録していた.

✔ 事情聴取により、虐待の判断へ

✔ 入院加療後一時保護へ、同胞4名全て児童福祉施設へ本入所へ

✔ 主な加害者は同居者の母の兄?母と祖母も加担していた?

Case 6

✔ ネグレクト ⇨ 染色体異常 + 産後うつ

✔ 胎児期に項部肥厚を指摘されたが精査は受けず.特異様顔貌と
心奇形により染色体検査しダウン症の診断.

「ダウン症であるこの子を受け入れられません」と母のSOS.

✔ 母の精神状態を考慮し、一時保護へ

✔ 母の精神状態が安定したところで、引き取りへ

✔ 虐待を未然に防げた症例か

引用文献:子の心とからだ[JJSPP]2021, 29(4):426-429 
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https://www.orangeribbon.jp/about/child/data.php

体罰によらない
子育てのために…

2019年6月、児童福祉法等の改正
法が成立し、「親権者等は児童のし
つけに際して、体罰を加えてはなら
ないこと」が法定化され、2020年4
月より施行

「しつけ」として「叩く、怒鳴
る」などが習慣化し、いつしか「虐
待」にエスカレートする可能性も…

社会的資源の活用:子育てサロンの
利用なども有効

米国Ann & Robert H. Lurie Children's Hospital of ChicagoのMary Clyde Pierce氏らは、乳幼児のあざの状態から虐待の
有無を判断するための臨床判断ルールとして提案したTEN-4の精度の向上を目指し、より多くのデータを解析した
結果に基づいて、新ルールのTEN-4-FACESpを提唱し、診断精度がTEN-4よりも向上したと報告した。
結果は2021年4月14日のJAMA Network Open誌電子版に掲載された。

身体的虐待を受けている小児に最も多く見られるのがあざだ。
しかし、虐待とは無関係として見落とされたり、他の疾患によるものと誤診されることも少なくない。
虐待によって生じたあざとそうでないあざには、
測定可能な違いがあることを示したエビデンスが報告されるようになり、救急医療などの現場で使える臨床判断

著者らは2010年に、4歳未満の小児のあざに基づいて、虐待の判定に利用可能な臨床判断ルールであるTEN-4を
小児の胴体、耳、首のあざ、または生後4カ月未満の乳児のあらゆるあざは、虐待を予測するという仮定に基づいて
しかし、ICUを持つ小児病院1施設の小規模な観察研究から提案されたTEN-4は、さらに精度を改善できる可能性が
そこで著者らは、より大規模な患者集団を対象にTEN-4の精度を高め、虐待によるあざを見分けるためのスクリーニングツールを
前向きの横断的研究を実施した。

2011年12月1日から2016年3月31日まで、米国都市部の3次小児病院5施設の救急部門を受診した4歳未満の小児
1カ所以上にあざが見つかった小児を登録した。交通事故の被害者と、凝固異常のある患者、神経筋障害による
ど、
あざの特性に影響を与える可能性のある状態が見られる患者は除外した。

個々の皮膚損傷について以下のような詳細情報を収集した。1）皮膚損傷のタイプがあざか点状出血か、2）皮膚損傷
3）皮膚損傷はパターン痕（咬傷、環状、平手打ち、圧迫、つかまれた跡、多重線形）を示すか。ほかに、あざの

小児の外傷に関する専門知識を有する、小児救急医療の専門家、虐待児専門小児科医、医生物技術者からなる

藤林武史 福岡市こども総合相談センター チャイルドヘルス 23(6): 426-430, 2020


